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2014年に SnSe単結晶において無次元性能指数 ZTが 2.6（at 923 K）を示す報

告がされ[1]、現在高い注目を集めている。一方、ZTの値は研究グループによっ

て様々であり、これまでのところ再現性は確認されていない[2]。本研究では、

出発原料の Sn表面の酸化状態に着目し、粒状 Snの平均粒径を変えることで、導

入される酸素量が異なる SnSe単結晶を合成し、熱電特性の評価を行った。 

SnSe単結晶体は粒状の Snと Seを組成比で 1:1となるように秤量した。その

際、直径の異なる粒状 Sn（φ3mm、φ0.15mm）の仕込みの割合を変えることで、

酸素ドープ量の制御を試みた。試料の特性評価は、カンタム・デザイン社の PPMS

サーマル・トランスポート・オプションを用いて、2-390 Kの範囲で行った。 

図１（a）に示すように、平均粒径が最も大きい Snから合成した試料は、半導

体的な電気伝導の振る舞いを示した。一方、Snの平均粒径が減少すると、金属

的な振る舞いを示すようになり、さらに電気伝導率は系統的に上昇した。また、

図１（b）から、ゼーベック係数は、Sn の平均粒径が大きいほど高い値を示し、

平均粒径が最も大きい試料は、ゼーベック係数が室温付近で約 640(μV/K)と高

い値を示した[1]。以上のことから、出発原料の Snの平均粒径を変え、酸素を導

入することにより、キャリア制御に成功した。 
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図１ Sn の平均粒径を変えて作製した SnSe 単結晶の(a) 電気伝導率, (b) ゼーベック係数の温度依存性 
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